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Ⅰ 研究主題 

情報社会に主体的に生きる力を育む教育の研究と実践 

－教育の情報化の推進を通して－ 

Ⅱ 研究のねらい 

急速に発展する社会の情報化により、ＩＣＴを活用して膨大な情報を収集することが可

能となり、様々な情報を編集、創造して発信することが容易になった。このような社会を

主体的に生き抜いていくためには、大量の情報の中から取捨選択したり、情報の表現やコ

ミュニケーションの効果的な手段として、コンピュータや情報通信ネットワークを適切に

活用したりする能力が求められている。 

学習指導要領においては、情報教育及び教科等指導におけるＩＣＴ活用について充実を

図ることが示されている。指導に当たっては、小中学校間の連携を重視するとともに、学

校教育全体を通した系統的・体系的な情報教育の推進を図らねばならない。 

21世紀にふさわしい学校教育を実現できる環境の整備を図るため、「教育のＩＴ化に向け

た環境整備４か年計画」（平成26～29年度）が文部科学省から出された。それには、第２期

教育振興基本計画（平成25年６月14日閣議決定）で目標とされている水準が示されている。

これらに沿って教育の情報化を推進していく必要がある。 

教育の情報化とは、児童生徒の情報活用能力の育成を目標とした情報教育、教科等指導

におけるＩＣＴ活用、校務の情報化の三つの要素から構成されている。 

情報活用能力の育成では、「情報活用の実践力」「情報の科学的理解」「情報社会に参画す

る態度」の３要素をバランスよく身に付けさせることが求められている。 

教科等指導におけるＩＣＴ活用では、教員が授業のねらいを達成するために、ＩＣＴの

特性を生かした活用によって授業改善を図ったり、児童生徒がＩＣＴを活用した協働的な

学習を通して学力を高めたりすることが目的であり、教員のＩＣＴ活用指導力の向上が不

可欠である。 

一方、校務の情報化の目的は、効率的な校務処理とその結果生み出される教育活動の質

の改善にある。よりよい教育を実現するために、必要な環境整備とシステムの適切な運用

に努めなければならない。 

これらのことを踏まえ学校教育の情報化を推進する取組を通して、ＩＣＴを活用した21

世紀にふさわしい学校教育の創造を目指す。 

Ⅲ 研究の視点 

 １ 高度情報通信社会に主体的に対応できる情報活用能力の育成 

   コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段の特性を理解し、情報を適切に

選択し活用していくための基礎的な資質を養うとともに、情報モラル等を扱うことによ

って情報社会に参画する態度と実践力を育てる。 

 ２ ＩＣＴを活用した学習指導の工夫・改善 

ＩＣＴを効果的に活用した学習指導の改善を行い、児童生徒一人一人の学びの充実を

図る。 

 ３ 教員のＩＣＴ活用指導力の向上 

   ＩＣＴを活用した授業や校務の情報化に関する研修を充実させ、ＩＣＴ活用指導力の

向上を図る。 
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Ⅳ 留意事項 

１ 文部科学省「教育の情報化に関する手引」(H22.10)及び「教育の情報化ビジョン」（H23.4）

を教育の情報化推進の指針とする。 

２ 各学校において、情報教育の全体計画を作成するとともに、児童生徒の発達の段階に

応じてＩＣＴを活用した学習活動を位置付け、系統的な年間指導計画を作成する。 

３ ＩＣＴを積極的に活用し、児童生徒が情報を共有したり、発信したりする学習活動を

充実させる。その際、著作権やプライバシーの保護等について、活動に応じて適切に指

導する。 

４ 特別な支援を必要とする児童生徒の指導において、その障がいの状態や発達の段階に

応じてＩＣＴを積極的に活用することにより個に応じた指導の効果を高める。 

５ 情報通信ネットワークの利用に当たっては、情報化の｢影｣の部分に留意し、児童生徒

の人間性を重視する観点に立った指導を行い、情報に対する正しい判断力と情報モラル

を育成するよう努める。 

６ 道徳の時間をはじめ、学校の教育活動全体を通して、児童生徒の発達段階や実態等を

考慮し、家庭・地域との連携を図りながら、情報モラル教育の充実を図る。 

７ ＩＣＴを活用した校務の情報化を推進する。その際、個人情報保護法等にのっとり、

情報管理のためのガイドラインやセキュリティポリシーを作成し、コンピュータやメデ

ィアのセキュリティ対策を充実させ、情報漏えいやウイルス被害の防止の徹底を図る。 

８ 教育行政等と連携し、コンピュータ、デジタル教科書や教育用ソフトウェア、電子黒

板、タブレット端末、無線LAN等の環境整備を進めるとともに、その活用研究を図る。 

９ 各学校における教育の情報化の推進体制を確立し、校内研修を充実させるとともに、

各支部の研究組織や市町教育委員会、愛媛県総合教育センターとの連携を密にして、教

育の情報化の推進を図る。 

10 愛媛スクールネット（ESnet）や愛媛学びの森学習支援サイト、えひめ教職員ふれあい

広場、愛教研グループウェア等の活用を進め、教職員・児童生徒が情報手段を適切に利

用できるよう研究する。 

 

（参考） 

教育の情報化 webページ 

http://jouhouka.mext.go.jp/ 

教育の情報化に関する手引 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1259413.htm 

教育の情報化ビジョン http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/23/04/1305484.htm 

教育のＩＴ化に向けた環境整備４か年計画 

  http://jouhouka.mext.go.jp/school/pdf/2014ＩＣＴ-panf.pdf 

日本教育工学協会（JAET） http://www.jaet.jp/ 

愛媛学びの森学習支援サイト  http://www.esnet.ed.jp/center/manabinomori/ 

えひめ教職員ふれあい広場 http://www.esnet.ed.jp/teachers-net/htdocs/ 

 

  

○ 愛媛県総合教育センター 情報教育講座、出前講座、サテライト講座 

詳しくは教育センターのWebページで確認（http://www.esnet.ed.jp/center/） 

○ 愛媛県情報教育研修会を実施予定（平成28年度は東予地域で開催） 

平成 28年度に開催予定の研修会 


